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第６回 岡崎高等師範学校－新制名大の包括学校(3) 

 

 

 

参考文献 『名古屋大学五十年史 通史一』名古屋大学、1995 年 

     海後宗臣編『教員養成』東京大学出版会、1971 年 

 

 

 

１、師範学校とは 

 

（１）戦前の教員養成の特徴 

 ＊187２(M５)年「学制」当時から、特設独立学校における教員養成を計画。 

 ＊「学制実施にあたり師表学校を教員養成のための学校として創設し、ここで新しく養成され

た教師を全国の小学校へ就任させようとした」 

 ＊「わが国の教員養成学校が、近代学校制度発足への企画の際に、すでに独立の学校として特

設される方針であったことに注目しなければならない」 

 

（２）師範学校制度の整備 

 ＊1872(M5)年 4 月、東京に師範学校開設。 

 ＊大阪・仙台＜1873 年＞、名古屋・広島・長崎・新潟・東京(女子師範)＜1874 年＞。 

 ＊1875(M8)年、東京師範学校に中学師範学科開設。 

 

（３）戦前における教員養成制度改革 

 ＊師範学校令公布＜1886(M19)年＞：尋常師範学校と高等師範学校の二本立て。 

 ＊尋常師範学校：府県立で、入学資格は高等小学校卒業。管内の小学校教員養成。 

 ＊高等師範学校：官立の高等教育機関として東京に設置。入学資格は中学校あるいは師範学校

卒業。尋常中学校・高等女学校・師範学校の教員養成。 

 ＊師範学校の昇格＜1944(S19)年＞：府県立師範学校が官立専門学校の一部になる。 

 ＊教員養成諸学校の学校数・生徒数＜資料１＞ 

 

 

２、岡崎高等師範学校の設置運動【「ﾌﾞｯｸﾚｯﾄ 8」第 2 章】 

 

（１）岡崎市による設置運動① 

 ＊192５(T14)年 3 月：第 50 回帝国議会衆院での建議、可決。 

 ＊「愛知県岡崎市ニ高等師範学校ヲ設置セラレムコトヲ望ム」＜資料２＞ 

 ＊「･･･東海道ノ要衝ニ位シ気候温和風光明媚･･･三河武士輩出ノ地トシテ今尚質素ナル風俗ト

淳朴ナル民情」→「高等師範教育機関ノ好適地」 

 

（２）岡崎市による設置運動② 

 ＊1926(T15)年 3 月：第 51 回帝国議会衆院での建議、採択。 

 ＊「岡崎市ニ高等師範学校設置ノ請願」＜資料３＞ 

 ＊「･･･普選問題解決ノ時ニ際シ･･･堅実ナル中等国民ノ養成ハ･･･優秀ナル中等教員ノ養成ニ俟

ツノ外ナシ･･･岡崎市ハ気候温和ニシテ風光明媚質朴剛健ノ美風ヲ存シ高等師範設置ノ好適地

ナリ」 

 ＊関東大震災後復興費の激増による国家財政の逼迫のため、未実施。 

 

（３）岡崎市による設置運動③ 

 ＊「教育ニ関スル戦時非常措置方策」＜1943(Ｓ18)年＞：男子商業学校を工業学校、農業学
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校または女子商業学校に転換・整理縮小。 

 ＊岡崎市には県立工業学校が既設。→県と市の協議の結果、両校合併を内定。 

 ＊閣議決定「科学技術者動員計画設置要綱」＜1944(Ｓ19)年＞：理科系学校の卒業者増をめ

ざす。 

 ＊「理科」コースのみの高等師範学校設置を陳情 

 ＊岡崎市会への緊急議案提出＜1944 年 10 月＞：高等師範学校設置の際には、①市立工業学

校の土地・建物を国へ寄付、②市立工業学校を県立工業学校に合併し、その費用を県へ寄付。

→即日可決。 

 

 

３、岡崎高等師範学校の設置【「ﾌﾞｯｸﾚﾄ 8」第３・4 章】 

 

（１）官制の公布 

 ＊「岡崎高等師範学校設置要項」＜資料４＞ 

 ＊「もっとも安上がりな道」の選択 

 ＊1945(Ｓ20)年 3 月 28 日、高等師範学校官制外四勅令中改正(勅令 131 号)。 

 

（２）教育組織 

 ＊カリキュラムとスタッフ＜資料５＞ 

 ＊初年度スタッフ：官制上「教授 13 名、助教授 4 名、助手 1 名」→4/1 発令は教授４名の

み（水野敏雄校長、松原益太、関野豊三、七里公章）。 

 

（３）教育活動の実際 

 ＊第 1 回入学試験の実施：5/13～15 に口頭試問、筆記試験、身体検査。＜資料６＞ 

 ＊1945(Ｓ20)年 6 月：学徒隊編成と徽章制定。 

 ＊7/ 2：入学式挙行以前に生徒集合。「教室及寮の設営・講話・座談・食糧の運搬・炊事の手

伝いなど全く戦時的日課であつた」 

 ＊7/20：岡崎市空襲により校舎焼失。 

 ＊7/30：仮校舎(三菱重工針崎工場青年学校)で入学式挙行。「学校長の式辞の最中、すぐ近く

の飛行場に幾度も爆弾が落とされ、その都度式辞の声はきゝとれなかった。屋根をか

すめて飛び去る飛行機に幾度も魂を冷した」 

 ＊8/ 2：豊田自動車工場で動員生徒入所式、8/4 から作業開始。 

 ＊8/12：簡素な開校式挙行。 

 ＊8/15：敗戦により、動員が一旦解除→生徒全員が帰省。 


